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第 Ⅵ章 ニホ ンホ ソオオキノ コムシ とセモ ンホ ソオオキ ノ コムシ

の発音

ニホンホソオオキノコムシ､セモンホソオオキノコムシとも､ひとつのシイタケ

上に複数の成虫が共存 しているのが しば しば観察されるが､そこでの両種の種内交

信の手軌 ま不明であった｡ Dacne属の雄成虫はしばしば頭頂に一対の発音器官と推

定 されるやす り状構造を有する(chujo,1969)ため､もし､その器官が機能を持っ

た音声 を発するとすれば､それが種内交信に用いられると考えられた｡ 両種が混在

する期間もあるので､種間交信 (音による種の識別)の可能性 も考えられた｡

一方､オオキノコムシ科の他の種では､発音器官 と推定 される器官の存在は古 く

か ら知 られていた｡ Gorham (1896)はこの科で初めて EpL･scaphasir)･duJanceが

頭頂 に一対の発音器官らしいやす り状構造を持つことを報告 したo Arrow(1924)

はこの"やす り器" (file)が前胸背版前縁 に沿った一本の鋭い隆起 を-こす り器-

(scraper)として音 を発するとしたo Arrow(1924)はさらに､この科で しばしば見

られる､鞘麹裏面 と後遡表面のざらざらした斑紋 (patch)が､発音器官であるとし

た｡ Arrow(1924)は前者の"頭頂一前胸背板器官- (vertex-prono亡alapparatus)

はβacneを含むオオキノコムシ科の小型種に一般的で､後者の"鞘麹一後遡器官"

(elytra-wingapparatus)はこの科のほとんどで見 られるとしたOHammond(1979)

はこのArrow(1924)の"鞘建一後遡器官"の記載を引用 し､これは麹 を固定する

ための"binding-patch,,であって､発音器官であることは疑わ しいとした｡

そこで本研究では､まず走査型電子顕微鏡を用いて､ニホンホソオオキノコムシ

とセモンホソオオキノコムシにおけるこれらの器官の有無を確認するとともに､そ

の形態の分析か ら､Arrow(1924)とHammond(1979)の議論を考察 した ｡

さて､Alexander(1967)は昆虫の発音の機能を次のように分類 している｡

1･ 妨害 と警報 (捕食者-の威嚇 と同種他個体への警報)シグナル

2･ コーリング (ペアーあるいは集合の形成)シグナル

3. 威嚇 (なわぼ り形成)シグナル

4･ 配偶行動 (妖精のタイミングと促進)シグナル
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5･ 配偶行動の妨害 (ペアー再形成)シグナル

6･ 交尾 (媒精促進 とペアー維持) シグナル

7･ 交尾後 ･交尾間 (ペアー維持) シグナル

8･ 個体認識 (ペアーお よび家族維持) シグナル (社会性お よび亜社会性昆虫)

9･ 餌あるいは巣の場所の案内シグナル (社会性昆虫)

Crowson(1981)は､9番 を除 くすべての機能が 甲虫において もみ られると して

いる｡

そ こでさらに､発音器官 と推定 された器官か ら発せ られる音声の分析 と､これ ら

の器官の切除実験 を行い､両種 における発音の機能を論 じた｡
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材料 と方法

セモンホソオオキノコムシの標本 は､大量継代飼育の個体群か ら抽出 した ｡ ニホ

ンホソオオキノコムシのそれは､4月に野外か ら採集 した個体群か らの第1世代 を用

いた o 実体顕微鏡~Fで検鏡部分 を切除 し､超音波洗浄機 (sharpUC-6100)で洗浄

した｡試料 はエ タノール ･シリーズで脱水 したのち､デシケーターで乾燥 し､イオ

ン ･スパ ッター (JOEL-1100)で金蒸着 した o これを走査型電子顕微鏡 (JOEL

JS-840,JA-840A)で観察 ･写真撮影 した ｡
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結 果

1･ 頭頂一前胸背板器官 (vertex-pronotalapparatus)

両種 とも､雄が一対のやす り器 (file)を頭頂に有 した (図11,ft12A)｡ やす り

器は前方の密な部分 (図12A,f)と後方の租な部分 (図12A,r)が区別 された｡両種

とも雌はこれを欠いていた (図12B) 0

やす り器の縦の長さ､日の数､目の間隔 とも左右で差は認められなかった (表9)0

しか し､密なやす り器の縦の長 さ､目の数は種間で有意に異なった｡ 租 なやす り器

の 目の数 も種間で異なったが､その程度は小 さかった0 日の間隔は密なやす り器､

租 なやす り器 とも種間で有意に異なった｡

前胸背板前縁は両種 とも雄でやや二葉 (bilobed)となり (図11,r)､やす り器が

交差するそれぞれの葉の前縁部には鋭い隆起線 (ridge)(図12C,rdg)があった｡

2･ 鞘廼一後遡器官 (elytra-wingapparatus)

両種両性 とも鞘建一後遡器官を有 した(図11)oすなわち､それぞれの鞘麹の裏側

後方の正中線に沿った部分には半円型の斑紋 (patch)があ り (図11, S､ 12D,S

と12E)､い くぶん平行 に並んだ多 くの くちばし状の小歯で構成 されていた (図

12F)o 対応する後麹の斑紋 (図11,Cと12D,C) も同様 に小歯から成っていたが

歯は多少まばらであった (図12G)｡ これらの構造はそれぞれ､Hammond(1979)

のいう''apico-sutual"binding-patchと"sub-cubi亡al"binding-patchに一致 した｡

3･ 鞘遡一腹部器官 (elytra-abdominalapparatus)

両種両性 とも鞘遡一腹部器官あるいはHammond(1979)のいうところのlateral

binding-patchを有 した (図11)｡ 鞘麹のそれは裏面の肩部か ら側部中央にかけて

の部分的に融合 した2つの斑紋か ら構成 された (図11と13A)｡ 前方の

"bas°-lateral"bindingpatch (図11,bと13A,b)は後胸後側板 (metepimeron)の

bindingpatch (図11･mmと13B,mm) と､後方の "medio-lateral"bindingpatch

(図11,Tnと13A,m)は腹部基節側腹板 (1ateros亡ernum)のbindingpatch (図11,1
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F土9.ll.Schematicdrawingofputativestridulatory
apparatusofDacne.Left:undersurfaceofleftelytron
showingabaso-lateralbindingpatch (b),amedio-
1ateralbindingpatch (m),andanapico-suturalbinding

patch (S)･Right:amale.withoutelytra･leftwingand
appendagesshowinganteriorPartsOffinefiles (f)on
thevertex′ridges (∫)onthefrontbilobedborderof
thepronotum,abindingpatchonthemetepimeron (mm),a
bindingpatchonthebasalabdominal1aterosternuや (i),
andasub-cubitalbindingpatch (C)onafoldedwing.
Thuscomposing vertex-pronotalapparatus;f-I,elytra-
wingapparatus;S-C,and elytra-abdominalapparatus,･b-
mmandm-i.
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Fig.12.Scanningelectronmicrographsofputative
stridulatory organsofDacne,previouslyreportedin
otherspeciesorgeneraintheErotylidae･Righthalfof
thevertexofD.japonicamale (A)andfemale (B),'note
thatthemalehasfiles (f;f土ne′r:robust).C)
UndersurfaceofthepronotumofmaleD.japonicaatleft
lobatepartopposingtotheleftfile,･aridge (rdg).D)
VentralviewoftheposteriorendoffemaleD.picta
showingapico-suturalbindingpatches (S)on
undersurfaceofelytraandsub-cubitalbindingpatches
(C)on.wing･E)Apico-suturalbindingpatchatthe
posteriorSutureOfundersurfaceofright elytronofD･
Pictafemaleanditsenlargementinthemiddle (F).G)
Detailofsub-cubitalbindingpatch (D,C)onwingofD･
pictafemale (posteriortotheleft).Allpictures
exceptGwerearrangedsothattheanteriorpartspoint
tothetop･Scales=100Pm forA,B.DandE.lo〟m forC,
どandG.
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Fig･13･ScanningelectronmicrographsofDacnejaponica
male showingnewly-foundputative stridulatoryapparatus
knownasb土ndin9patchesinotherColeoptera･A)
Undersurfaceofleftelytronshowingabas°-lateral
bindingpatch (b)andamedio-lateralbindingpatch (m)･
C)Enlargementofb･D)Enlargementofm.B)Left
lateralviewOfpterothoraxandabdomenshowingbinding
patchesonthemetepi皿erOn (Jm )andonthebasal
abdominal1aterosternum (i)･E)Enlargementofnzzn･F)
Enlargementofl･AllpicturesWerearrangedsothat the
anteriorpartspoint totheleft･Scales:100TLm forA
andB,lo〟m forC,D,Eandど.
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と13B,1)と対応 したoこれらの斑紋は同方向に密に並んだ多 くの針状突起からで

きていたo 鞘麹の針状突起はいずれも長 く先端が丸い (図13Cと13D)が､ 後胸後

側板 と腹部基節側腹板の針状突起は先端が鋭角 (図13Eと13F)であった｡
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考 察

1･ 頭頂一前胸背板器官

前胸背板前縁の 1対の葉のそれぞれ前縁 には､Arrow (1924)がオオキノコムシ

科の他の種 について､また chujo (1969)が 日本のオオキノコムシ科の概要で述べ

たように､縁 に沿った一本の鋭い隆起線があった○ 両種の雄の頭頂には､これもま

たArrow (1924)とchujo (1969)がこの属一般にあるとした 1対のやす り器があっ

た o 雄はこの隆起線をこす り器 として､やす り器 を摩擦することによって発音する

と考えられたoこの器官は雄のみにあったので､これによって発生する音は配偶行

動において重要な役割を演ずると考えられたo 密なやす り器の縦の長さと日の数に

種間で差があったことか ら､両種は音で同種 を認識 している可能性が考えられた｡

やす り器が密な部分 と租 な部分か ら構成 されている例はEstL･gmenach)･nens)･S

(Gahan,1900)でも知 られているが､この機能は不明である｡

遮音箱内のニホンホソオオキノコムシの行動を､高感度録音 システム (Bruel&

Kjaer‥4179,2660･2610)とビデオ ･イメージ ･スコープ (olympus:rV-2,

rLV,IV12D2115,ATIOO/NF-rV12D2) を用いて (図14)観察 したところ､雄

成虫は相手個体の逃走を解発する威嚇時 (図15) と､交尾時に音声 を発生 した｡ そ

こでこれ らの威嚇行動と配偶行動 をビデオテープにサンプリングし､コンピュータ ･

ソフト (soundEditPro) で解析 した (大谷､1995)｡その結果､雄成射 ま頭部を

前後に数回すばや く動かすことによって､前胸背板前縁のこす り器で､頭頂の密な

やす り器 をこす り､摩擦音 (chirp) を発 した｡chirpは複数の音節(syllable)か ら

構成 されたが､ひとっのsyllableは頭部の一往復の前後運動に対応 した (図16)｡

一連の発音行動 (sequence)中のchirpの数およびひとつのchirp中のsyllableの数 と

間隔は威嚇行動 と配偶行動の間で有意に異なっていた (図17)｡ すなわち､雄は威

嚇の際､約1･4秒 間隔で平均2回chirpを発 したが､それぞれのchirp中のsyllableは

約110ミリ秒間隔で平均5回生 じた0 -万､配偶行動では､同 じ約1.4秒間隔で平均

9回chirpを発 し､それぞれのchirp中のsyHableは約190ミリ秒間隔で平均2回生 じ

た (塞lo)｡
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Fig･14･Sound-recording-equipment arranging
t ●

from left to right :controller and light-
■

supplier for f土berscope ∫amplifier and filter
for sound recording ;des土ccator chamberwith
microphone and f土berscope 土nserted ∫monitor
and video tape recorder
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形態観察か ら予想 された とお り､本種の雄成虫は頭頂 一前胸背板器官 を用い､配

偶行動 において音声 を発生 した｡雄成虫は威嚇行動 において もこの器官 を用いて発

音 したが､威嚇行動時の音声 の特徴 は配偶行動時のそれ と区別で きた｡ 威嚇行動で

は発音 によって､相手の個体が逃走の反応 を示 したため､これは明 らかに

Alexander(1967)のい う"威嚇 (なわぼ り形成) シグナル"に相当する ｡ 配偶行

動 における音声 の機能は不 明であるが､この音声 は交尾 中に発せ られた ものである

ため､おそ らく､ = 配偶行動 (媒精の タイ ミングと促進)シグナル"か-交尾 (煤

精促進 とペアー維持)シグナル-であろうo セモ ンホソオオキノコムシについて も､

同様の方法で､同様の威嚇行動と配偶行動にともなう発音が確認 された (未発表) ｡

これ らの音声 の特徴 に種 間で差があるか どうかは検討 中である｡

21 鞘麹 一後麹器官 と鞘麹 一腹部器官

鞘選 一後遡器官は Arrow (1924)と chujo (1969)がオオキノコムシ科で期待

していた とお り存在 したo鞘麹 一腹部器官はこの科 では初めての報告 であるが､

C arabida e,H y drop hiloid a e , Cucujoid a e ,Cur culionoida e 等 ､ 他 の甲虫では

bindingpatchとして一般的である(Hammond,1979)o これ らの斑紋上の針状突起

はいずれ も一方向に並 んでいたが､両器官 とも明瞭なやす り状構 造は欠いていた｡

Hammond(1979)は明瞭なやす り器のないこの ような構 造は発音器官ではな く単

なるbindingpatchであると主張 している｡ そこで､今 回 Dacneでみ られたこれ ら

の器官 も一義的には bindingpatchに帰せ られると考 え られる｡ しか しなが ら､オ

サムシ科 (claridge,1974)やセ ンチ コガネ科 (w inking-Nikolay,1975)のある種

は､やす り器のないこの ような斑紋で相手の特定の行動 を解党する機能的な音 を発

生することか ら､ニホンホソオオキノコムシャセモ ンホソオオキノコムシの

bindingpatchが､二義的に機能的な音 を発生する可能性 は否定で きない0

集合 したセモ ンホソオオキノコムシ個体群 に呼気 をかけると､正常 な個体群 は直

ちに離散 し､再 び集合 を形成するまでの間 click音 (パ リパ リとい う音)を発生 し
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続けたo 鞘廼一後麹器官や鞘建一腹部器官を破壊 した個体群を用いて､この実験 を

行ったところ､鞘選一腹部器官を構成する鞘選の一部 または全部を切除 した個体群

では､click音が消失 Lかつ再集合 までの時間が短 くなった (表11)｡すなわち､

本種は鞘選一腹部器官によってclick音 を発生 し､この音声 は同種他個体に捕食者

の接近等の危険を知 らせる警報音である可能性が高まった (口頭発表 :第47回日本

林学会東北支部大会､1995) 0

これは､Alexander(1967)の分類の "妨害 と警報 (捕食者-の威嚇 と同種他

個体への警報)シグナル"の後半に相当する○ 当時はまだ "捕食者-の威嚇-の

機能が実験的に証明されていなかったこともあ り､これと -同種他個体-の警報-

の機能が明確 に区別 されていなかったが､その後 -捕食者への威嚇-の機能は甲

良 (FreitagandLee,1972;Claridge･1974;LewisandCane,1990)やカリパテ

(Larsenelal･･1986)など多 くの昆虫で報告 された. 本種のclick音がこの機能を

有するかは疑問である｡

一方､"同種他個体への警報"はシロアリ(Howse,1964)やアリ(Fuchs,1976)

のような社会性昆虫で知 られている｡

Alexander(1963)は､甲虫の発音の進化 についての総説の中で､発音の知 られ

ている甲虫の多 くは､糞や死体や腐朽木､そ してキノコのように､限定されたニッ

チに複数が生息 し､幼虫の世話をするなど亜社会的であることが多いと述べている｡

Ewing(1989)は､糞虫であるGeotrupessp･､腐朽木に生息する Passalidaeが､

確かに威嚇や配偶行動 といった場面で発音するものの､これ らは何 ら社会性に限っ

た行動ではないとしている｡

セモンホソオオキノコムシも､複数の成虫がひとつのシイタケに共存すること､

また成虫が幼虫の世話をする可能性があることなど､亜社会的な特徴を持っている

ことを先に述べたが､本種がシロアリやアリのような真の社会性昆虫同様に "同

種他個体-の警報=シグナルを持つとすれば､これは亜社会性 "甲虫-が社会的

機能を持った発音 をする初めての例である｡
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Table ll･Theeffectsoftheablationofsupposed
soundproducingorgansonthe timeneeded forthe
disturbedDacne picta femalestocalmdown

Treatments Timeinsecond
(MeantSD)*

Control

Ablat⊥on

-Win g tips

-Ely tral tip s

-Allelytra

18.8‡4.9 (n=42)a

17.4±4.6 (n=42)ab

15.5‡4.3 (n=42)b

ll.5±3.7 (n=28)C

★Valuesfollowedbydifferent lettersare
significantlydifferent (p<0.01)byWilcoxonsigned
rankstest.
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摘 要

ニホンホソオオキノコムシとセモ ンホソオオキノコムシの雄成虫は-頭頂一前胸

背板"発音器官を有 したo 頭頂の一対のやす り器は､前方部の密な部分 と後方部の

租 な部分が区別できた｡雄成虫は頭部 を前後 に数回すばや く動かすことによって､

前胸背板前縁のこす り器で､頭頂の密なやす り器をこす り､摩擦音 (chirp) を発

したo chirpは複数の音節 (syllable)か ら構成 されたが､ひとつのsyllableは頭部の

一往復の前後運動に対応 したo 雄成虫は威嚇行動 と配偶行動時にこの発音器官によ

る音声 を発生 したが､chirpの数お よびひとつのchirp内のsyllableの数 と間隔は行

動間で有意に異なっていたo 智なやす り器の長さとやす りの 目の数 ･間隔は両種間

で有意に異なったが､音声の特徴 に両種間で差があるか どうかは不明である｡

両種両性 とも鞘麹裏側に3箇所のバインディング ･パ ッチを有 した｡ それぞれは

後麹 と後胸後側板 と腹部基節側腹坂上のバインディング ･パ ッチに対応 した｡ これ

らのバインディング ･パ ッチは二義的に"鞘建一後麹"発音器官､"鞘廼一腹部"

発音器官として発音することが可能と思われたo セモ ンホソオオキノコムシは鞘建

一腹部器官によってclick音 を発生すること､またこれが同種他個体 に捕食者の接

近等の危険を知 らせる警報音であることが明 らかになった○ 鞘建一後遡器官が機能

を持った発音 をするかは不明である｡
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第Ⅶ章 総合考察

隼活環

飛来消長､野外飼育､活動適温の結果を総合することにより､ニホンホソオオキ

ノコムシとセモンホソオオキノコムシの生活環が把握できた｡ 茨城県下での生活環

の概要は以下のとお りである｡

1. ニホンホソオオキノコムシ

1989年3月16日に採集 した雌成虫がただちにシイタケを摂食 し､これに産卵 し

たこと､飼育 した越冬成虫が1990年3月6日か ら9日の間にシイタケの摂食 と産卵

を開始 したことか ら､本種の越冬成虫は3月中旬には歩行 によってシイタケにたど

りつ き､摂食 ･産卵するものと思われる (図5)o この時期はすでに平均気温が4℃

を超えてお り､本種は緩慢なが ら歩行が可能であるo 鳥取県下では､幼虫で越冬 し

春 に羽化 した成虫､越冬 した成虫が3月下旬頃か ら活動を始め､ほだ木上のシイタ

ケに産卵 した記録がある (坪井､1986)｡越冬成虫は平均気温が8℃ (正常な活動

の温度域の下限)を超える4月上旬には飛来によって生シイタケに到達 し､産卵の

後死亡する｡

平均気温が18℃ (活発な活動の温度域の下限)を超える 6月下旬か ら第 1世代成

虫が羽化 し､ 7月を中心 とした 1回目の飛来ピークを形成する｡ この時期の第 1世

代成虫はシイタケを摂食するものの成虫休眠のため産卵は しない｡ 鳥取県下でも第

1世代成虫は産卵 しなかったとの報告がある (有田､1975)0

第 1世代成虫は平均気温が26℃ (正常な活動の温度域の上限)を超 える 7月下旬

か ら8月は トラップにはほとんど飛来 しない o この間､成虫は､ほだ場内の生立木

の樹皮表面間隙内で夏眠 し､摂食 も産卵 もしない｡

夏眠 した第 1世代成虫は､平均気温が20℃を切る 9月下旬ごろから再びシイタケ

に飛来 し始める0 10月を中心 としたこの 2回目の飛来 ピーク時の第 1世代成虫は､

越冬明けの成虫同様産卵する｡
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平均気温が12℃以下になる11月下旬には飛来はまった くみられな くな り､夏眼

と同 じ樹皮表面間隙内で越冬するo 野外飼育では第2世代の幼虫もまた越冬 したが､

ほだ場での幼虫の越冬場所は不明である｡

本種の成虫は､常時シイタケがある条件下では2回の越冬が可能で､それぞれの

越冬明けか ら数ヵ月間産卵が可能であったo成虫は羽化当年の秋 にも産卵するもの

の､その産卵期間は越冬後の春のそれに比べ短 く､秋の卵か ら生 まれた次世代幼虫

の生存率 も低かったo そこで､越冬を 1回経験 した第1世代成虫が本種の増殖に果

たす役割が大 きいといえるo このことか ら､越冬成虫を除去することが､両種の防

除に非常に効果的であることがわかったo なお､シイタケに大きく依存する本種が､

シイタケ不在の時期がほとんどである自然界で2回越冬することは考えにくい｡

2. セモ ンホ ソオオキノコムシ

1987年5月4日か ら8日の間に､ほだ木上に設置 した粘着板に雌雄18頭ずつが

捕獲 されたことと､野外飼育の越冬成虫が1990年 5月 1日か ら7日の間にシイタ

ケの摂食 と産卵 を開始 したことか ら､本種 は平均気温が12℃ (本種が歩行 を開始す

る域値)を超える 5月上旬には歩行によってシイタケにたどりつ き摂食 ･産卵する

ことが可能であると考えられる (図5)o 越冬成虫は､平均気温が17℃ (正常な活

動の温度域の下限)を超える5月中旬頃か ら生シイタケに飛来 し､摂食 ･産卵する

ものと考えられる｡

第 1世代成虫は7月下旬か ら8月上旬にかけて羽化するが､この頃は平均気温

がすでに22℃ (活発な活動の温度域の下限)を超えて26℃に達するため､盛んに

シイタケに飛来 して､飛来消長のピークを形成するものと思われる｡ 大量の成虫が

生シイタケを摂食 し産卵するため､この世代 によるこの時期の不時栽培シイタケへ

の被害が最 も深刻であるo この第 1世代成虫の個体群は､10月中旬 まで産卵 を掛 ナ

なが ら徐々に死亡 し､12月上旬までにはすべて死亡する｡

第 1世代成虫が 7月に産下 した卵か らは 9月中旬に第 2世代成虫が羽化する｡

そのため 9月は第 1世代成虫と第 2世代成虫が共存することにな り､成虫の総数は

8月のピーク時に匹敵する｡ しか し平均気温が22℃を切るため飛来数は激減するも
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のと考えられる0 第 2世代成虫は羽化直後か ら10月中旬まで産卵する｡

第 1世代成虫､第 2世代成虫とも平均気温が17℃を切る10月下旬にはまった く

飛来 しなくなるoおそらくこの時期にすでに越冬場所であるほだ場の生立木に移動

し､気温が12℃以下になる前に樹皮表面をゆっ くりと這回 り､接触走性 により適当

な間隙に定位すると思われる0 第 2世代成虫の個体群は12月になると半減 し､第 3

世代の幼虫 とともに越冬 したo ほだ場における幼虫の越冬場所は不明である｡

第 2世代成虫は､常時シイタケがある野外飼育条件下では2回越冬 し､ 2回目

の越冬中に死亡 したo 羽化当年の産卵期関は 1カ月余 りであったのに対 し､ 1回日

の越冬明けのそれは 5月上旬か ら10月下旬までのおよそ 6カ月間であった｡ しか も

羽化当年の卵か らの次世代幼虫の生存率は低かった｡ そこで､越冬 を 1回経験 した

第 2世代成虫が本種の増殖 に果たす役割が大 きいといえる｡このことか ら､越冬成

虫を除去することが､木種の防除に効果的であることがわかった｡
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害虫化の過程

序論で述べたように､両種 とも本来は森林の不安定なキノコという餌資源に依存

する稀 な種であったo それらが今なぜ栽培シイタケの大害虫 となったのか ｡

シイタケの原木栽培は従来か ら､民家 に近い山の麓､すなわち豊山で行われてき

たo これは､原木を調達 したその場で菌を接種 し､さらに適当な遮光のあるその林

内にほだ木の伏せ込みができるか らであった (河合､1986)｡そこで､森林棲の

両種がほだ場に移動 し､定着する可能性は以前か ら十分にあった｡ しか し､シイタ

ケの不時栽培が始 まる以前は､ニホンホソオオキノコムシがマイナーな害虫として

知 られているだけであった (有田､1975)0

生 シイタケの生産が急増 したのは1955年頃以降であ り (中村､1983)､高温性

品種を用いた夏期の不時栽培が始まったのは､1965年頃以降である (古家､1992)｡

林野庁 (1986)は生シイタケの生産量 を 1月か ら6月までと､ 7月か ら12月まで

に分けて集計 している｡ それによれば1969年 までは前者が多かったのが､1970年

には逆転 し､以後は後者がつねに多 くなった｡

ニホンホソオオキノコムシはもともと森林内で野生のシイタケを寄主のひとっ

としていた (chujo･1969)oこのことは本種の産卵時期の 4月 と10月が野生シイ

タケの子実体の発生時期 と重なることと一致 した｡ 第 1世代成虫が羽化 しトラップ

に大量飛来 した 7月には野生のシイタケはほとんどないが､本種が採集 されている

ヒラタケ(Pleurotusostreatus) やエブリコ (Larl･cifomesolll･cl･na11･S) は存在す

る (chujo,1969)o したがって､本来 7月か ら8月にこれ らの野生キノコに寄主転

換 していた本種が､シイタケの不時栽培によってほだ場に定着するようになり､こ

のことが本種 をシイタケの害虫に した と思われる (図18)0

一方､セモンホソオオキノコムシはこれまで野生のシイタケか らは採集 されて

いないoこれは主たる産卵世代である第 1世代成虫が野生のシイタケのほとんどな

い 8月に羽化のピークを迎えるためであると考えられる｡本種の採集記録がある野

生のキノコとして､カイガラタケ (Lenzl･tesbetu11･na)'コルクタケ (Fomes

torulosus) の ようにほぼ 1年中存在するキノコと､ノウタケ (calvat,･a
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Sum er spr土ng & fall

CultiVated cultiVated

sh土itake sh土工take

Fig.18.How Dacnejaponicaand D.pictahave
∫

become pestsofthe shi土takemushrooms.Both
beetles,which used to change hostsbetween
wildmushroomsA and B 土n the forest,have
gradually shifted to cultivated sh土土take
mushrooms in summer and finally have settled
down to the cultivating fields.A:Pleurotus
ostreatusor Larcifomesofficinalisfor D.).

∫

and Lenzitesbetulinaor Fomes torulosusfor D.

p･B:wild sh土工takemushrooms for か. J.and
:｣

Calvatiacraniiformis,C. lilaceina,Sparassis
sp･,Albatrellussp.or Flalrmulinavelutipes
for D.p..
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cranl'1'lorml'S)､ムラサキチ ドメ (C.11'1acel'na)､ハナビラタケの一種

(Sp∂rassl'ssp･)､ニンギ ョウタケの一種 (Albatrellussp.)､エノキタケ

(Flammull'navelut,'pes) の ように秋か ら冬 にかけて存在するキノコが知 られてい

る (chujo,1969)｡すなわち本来 これ らのキノコを寄主 とし､夏期にはカイガラタ

ケやコルクタケなどに産卵 し繁殖 していた本種が､シイタケの不時栽培の開始によっ

て新たなしか も豊富な餌資源を提伏 される結果 とな り､このことが本種のほだ場へ

の定着､害虫化 をもたらしたといえる (図18)0

セモンホソオオキノコムシは乾燥 シイタケの害虫でもある｡ 特 に最近では海外 に

おいてアジアか ら輸入 した乾燥 シイタケで相次いで発見 され問題 となっている

(Boyle･1963;Lawrence,1988;Savary,1995)0本種の室内飼育実験の結果､以下

の ような繁殖生理が明らかとなったoすなわち雌成虫は生 シイタケで飼育するとお

よそ130日間生存 し､羽化後 7日間の産卵前期間の後1000個近い卵 を産む｡ 特 に

羽化後8日目か ら15日日の間は､ 1日平均16-18卵 を産む｡ 羽化後 8日目の雌雄

100対に50gの乾燥 シイタケを加湿 し与え､25℃､長 日の条件で飼育すると､お よ

そ40日後か ら22日間にわた り1日平均約260頭の次世代成虫が生産 される｡ さら

にこれ らの繁殖能力 は継代飼育 8代 目になって も衰えなかった｡この ように､本種

はきわめて貯穀害虫的な性格 を持つことが明 らかとなった｡ 空気中の湿度が高い場

所 で箱詰め作業を行い､湿気 を含んだ空気 を乾燥 シイタケ と一緒 にビニール袋 に閉

じ込めて冷蔵庫 に入れると､袋の中の温度が下が り湿度は上昇する (朝香 ･小林､

1988)o 収穫 ･乾燥か ら消費者の手に届 くまで長期間を要する輸出入の乾燥シイ

タケの場合､被害は今後一層深刻 なもの となる可能性がある｡
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無農薬防除

キノコ類 には強い自然食品のイメージがあること､またその特異な形状 とこわれ

やすい構造のため洗剤を用いて洗 うことが困難であること等から､栽培キノコの害

虫防除には殺虫剤が使えないo そこで､両種の防除には無農薬的手法が必要 となる｡

本研究で両種 とも越冬中に昆虫寄生性糸状菌により感染死することが判明 した｡

また､これまでその形状か ら発音機能を持つとされてきた両種にみ られる構造が､

明 らかに発音器官であることが実験的に証明された｡ そこで､糸状菌の接種による

微生物的防除､音声 による種内交信を撹乱する物理的防除の可能性 を考察 した｡

1)微生物的防除

ニホンホソオオキノコムシ ･セモンホソオオキノコムシとも､成虫は越冬前の秋

よりも､越冬後の春 により多 く産卵 し､越冬 した成虫が次世代の繁殖 に果たす役割

が大 きいことが判明 した〇一万､樹皮表面の間隙で越冬 していた成虫の多 くが寄生

性糸状菌に感染 して死亡することがわかった｡そこで､この糸状菌を徴生物農薬 と

して用い､越冬成虫の個体数を抑制することにより､シイタケの大害虫である両種

を効率的に防除できる可能性が示唆された｡

Johnson(1969)は､昆虫の移動 ･分散を大 きく3つのカテゴリーに分けている｡

すなわち､1型 :1シーズ ンで死亡する成虫が､繁殖場所から移動 し､分散､産卵､

死亡するもの｡2型 :成虫が繁殖場所から摂食場所へ移動するもの｡ 摂食場所での

卵形成の後､同 じ個体が産卵のため元の繁殖場所に戻る0 3型 :成虫が繁殖場所か

ら越冬 ･越夏場所-移動するものo 同 じ個体が産卵のため元の繁殖場所 に戻る｡ 3

型はさらに､3つに細分 されるo すなわち､3a型 :成虫は繁殖域の中で移動 ･分散

を繰 り返 し､越冬 ･越夏 もこの域内で行われる｡ 3b型 :同 じく成虫は繁殖域の中で

移動 ･分散を繰 り返すが､時期が来ると成虫は域外 に移動 し､そこで越冬 ･越夏す

る0 3C型 :様式は前者同様であるが､成虫の休眠前の飛期距離が前者に比べ著 しく

長 く､ しば しば数百kmから数千kmに及ぶ｡

ほだ場 という特殊な環境か ら想像 されたとお り､両種の移動 ･分散様式は3a型に

相当 したo すなわち､成虫はほだ場という繁殖域の中で移動 ･分散を繰 り返 し､越
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冬 ･越夏 もこの域内で行われた｡

冬期のほだ場の一斉調査から､ほだ場内の石 ･倒木の下や土壌中か ら成虫は発見

されず､コナラ ･クヌギ等の生立木の樹皮表面間隙が主な越冬場所であった｡ 越冬

個体数は生立木間でバラツキが大 きかったが､一本の木については地上l°-20cm

の範囲に集中していた｡

これらのことか ら､林地を利用 したほだ場の場合､今回発見 された昆虫寄生性糸

状菌を用いて両種 を防除するには､冬期に生立木の根元に集中的に天敵微生物を散

布すれば良いことが判明 した｡

そこで今後はこの菌の両種 に対する感染経過を詳 しく調査 し､いつ､どこで､ど

のように感染するのかを知 ることにより､さらに効果的な施用方法を検討すること

が必要である｡

2)音声交信の撹乱

オオキノコムシ科甲虫には古 くか ら発音器官 らしい構造があることが知 られてい

た ｡ またニホンホソオオキノコムシとセモンホソオオキノコムシは､ひとっのシイ

タケという小 さな空間に複数が集合 して生活 していることが観察 されていた｡ これ

らのことか ら､両種が発音 によって近距離の同種他個体 との交信を行 うのではない

かということが期待 されていたo今回の一連の形態観察および行動実験 によって､

複数の発音器官が確かに存在すること､さらにこれらの器官によって発生する音声

が同種他個体の特定の行動を解発することが明 らかにされた｡

両種の配偶行動時の発音は交尾中の雄が発するものであった｡ その機能は不明で

あるが､おそ らくAlexander(1967)のいう "交尾シグナル"､すなわち雌をなだ

め交尾の中断を防 ぐとともに媒精を促すためと考えられたo 蚊の羽音(ogawa,

1988)のように配偶者を遠方か ら誘引するものであるならばこれを用いた誘引捕毅

トラップが効果的であろうが､交尾中に発生する音声 を直接防除に応用するのは難

しい｡

同 じく頭頂一前胸背板器官による発音でも､威嚇効果を持つ発音のほうは実用性

が高いoこの音声 によって､交尾中の雄はあわてて交尾を中断 し逃走する し､摂食

中の雌雄 も同 じく直ちに逃走する｡そこで､この音声 を人工的にシイタケ栽培ほだ
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場に流すことにより､成虫による直接の摂食の害と､交尾にともなう産卵が減少す

るものと期待 される｡

鞘建一腹部器官のclick音 による同種他個体への警報音が もっとも実用性が高いと

思われる｡ 筆者は､ほだ場で人が近づ くと､セモンホソオオキノコムシが一斉にシ

イタケから落下するのを観察 している○ これはcrowson (1981)のいう "

drop-off反射"であ り､甲虫一般に広 くみ られる現象である｡ 今回セモンホソオオ

キノコムシで発見 された click音は､シャーレ上の他個体の急激な離散を解発する

ものであったが､おそらく野外では､この結果 dropl0ff反射が生 じるものと思わ

れるoそこでこの警報音 をほだ場に人工的に流すことにより､シイタケ上の本種が

一斉にパラパラと落下 して くれることが期待できる｡ 序論で述べたように､生シイ

タケ栽培の現場では､シイタケの裏に潜む本種 を手作業で除去する労力が､摂食等

の実害に匹敵する深刻な問題であったので､この方法の早期実現が期待 される｡
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